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 BLE(Bluetooth Low Energy)タグを用いて、モノや人の位置を特定するためのシステムを開発




ものである。本研究では、BLE タグとして MAMORIO を採用した。 
本システムは親機と子機で構成されており、どちらも Raspberry Pi を用いて作成する。子機





  RaspberryPi で MAMORIO からのアドバタイズパケットを検知するプログラムを作成した。




MAMORIO の検知がなく、当時の検知で前回に検知されなかった ID の MAMORIO を検知した
場合だけ書き込みを行う。 





時間 部屋番号 ID 
2020年3月4日 18:30:24 GI-507 Aさんの財布 
2020年3月4日 18:30:26 GI-507 Aさん 








① ネームホルダーに入れた MAMORIO 
② 図 1 では手に持っているがポケットに入れた 
MAMORIO 



































表 2 は判別方法①の検知率を表にしたものである。検知率とは 5 回実験を繰り返したうちそ
れぞれの場所にある MAMORIO を各部屋の RaspberryPi が何回検知したかを割合にしたもので
ある。RaspberryPi がネームホルダ、スマートフォン、財布の中にある MAMOIRO を検知するこ
とができた。しかし、RaspberryPi の MAMORIO からの電波の受信範囲が広く、表 2 のように検
知率が両方とも 100％となってしまい、GI-507とGI-508の部屋を区別することができなかった。 
表 2  実験結果（閾値なし） 
MAMORIO 検知率(GI-507 の RaspberryPI) 検知率(GI-507 の RaspberryPI) 
ネームホルダ 100% 100% 
スマートフォン 100% 100% 
財布 100% 100% 
 
 判別方法②の結果 
表 3 は判別方法②の検知率を表にしたものである。RSSI 値に閾値を設けることによって仮に
GI-508 にある MAMORIO を RaspberryPi が検知したとしても、閾値に達していない場合
MAMORIO が十分に遠い距離にあると判断し、検知された MAMORIO は記録されないが、実験
では GI-508 だけでなく GI-507 の検知率も下がってしまった。 
表 3 実験結果（閾値あり） 
MAMORIO 検知率(GI-507 の RaspberryPI) 検知率(GI-507 の RaspberryPI) 
ネームホルダ 60% 40% 
スマートフォン 80% 100% 
財布 20% 60% 
4. 考察 
実験結果より範囲は大まかではあるものの人・モノの位置を特定することができた。また、閾値を設
定することで結果の正確性が上がったことが分かった。しかし、改善点も見つかった。それは、GI-507だ
けでなく、GI-508の部屋からもMAMORIOが検知されてしまっているという点である。理想的な実験結
果としてはGI-507の部屋のみからMAMORIOが検知されることであったが、実際は閾値を設定して実験
をしてもGI-508で検知される確率は低くなったものの、完璧に検知する確率を無くすことはできなかっ
た。それどころか閾値を設定したことでGI-507での検知率も低くなってしまった。よって、検知の正確
性をより高める必要があると考えた。その方法として２つ考えた。１つ目は単純に閾値を少しずつ変えな
がら実験をする回数をもっと増やし適当な閾値を見つける方法である。２つ目はMAMORIOを検知する
にあたって検知機が読み取るRSSI値の数個を取り、その平均値を閾値と比較するという方法である。そ
うすることによって例えば検知されたRSSI値の３つの平均値を閾値と比較すると、偶然１つの値が閾値
を超えていたとしても他の２つの値が閾値を超えていなければ平均をとって閾値と比較した時に検知しな
いという結果を得ることができ、検知率の正確性を高めることができると考えたためである。 
 
5. 研究を通して 
私たちは研究を通して、まだまだ自分たちの知識では理解することが困難な部分もあったが、指導教員
や学生支援スタッフの手助けをもらいつつも、なんとか人・モノを検知するシステムを作り上げることが
できた。私たちが最初に目標としたレベルのシステムを構築することは出来なかったがその過程でたくさ
ん得られたものがあった。まず、大まかではあるもののシステムを開発する際の流れを知ることができ
た。そして、システムの構築に必要なサーバー、DB、プログラムの読み書きの基本的な知識も身につけ
ることができた。内容は難しかったもののより専門的な知識に触れたことで学習意欲も上がり、これから
自分で研究を行うにあたってどのような知識を身につけておく必要があるかなどを知ることができとても
良い経験になった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
